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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第50期

第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,466,274 2,979,683 5,194,528

経常利益 (千円) 73,272 106,629 155,942

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 59,252 81,649 131,848

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 57,403 124,482 178,117

純資産額 (千円) 2,530,169 2,748,874 2,650,883

総資産額 (千円) 4,729,428 5,222,347 5,002,392

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 11.66 16.07 25.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.50 52.64 52.99

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 16,167 49,062 79,891

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △195 84,645 15,148

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,988 △58,092 △88,580

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 726,027 848,146 772,618
 

 

回次
第50期

第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.15 6.44
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社栄電子(E02878)

四半期報告書

 2/19



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　

当第２四半期連結累計期間において当社グループは、主力市場である半導体製造装置関連業界がＡＩやＩoＴに関

連する需要の拡大により引き続き好調に推移し、また、市場やお客様の様々な要求に柔軟に対応する「プロジェク

ト型拡販活動」の継続・実践の成果により獲得した案件について売上を伸ばすことができました。更に、既存取扱

メーカーにおいても新たな商材を拡販テーマとした活動を展開し、新規案件の獲得や拡販活動に注力した結果、前

年同四半期に比べ増収増益となりました。

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,979百万円(前年同四半期比20.8％増）、営業利益94百万円(前年同

四半期比26.4％増）、経常利益106百万円（前年同四半期比45.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益81百万

円（前年同四半期比37.8％増）となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントのため、セグメント別の記載は行っておりません。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、5,222百万円（前連結会計年度末比219百万円、4.4％増）となり

ました。

流動資産は3,017百万円で、前連結会計年度末に比べ255百万円増加いたしました。主として現金及び預金、受取

手形及び売掛金等の増加によるものです。

固定資産は2,204百万円で、前連結会計年度末に比べ35百万円減少いたしました。主として設備等の減価償却によ

る減少です。

負債は、2,473百万円（前連結会計年度末比121百万円、5.2％増）となりました。

流動負債は2,232百万円で、前連結会計年度末に比べ116百万円増加いたしました。主として支払手形及び買掛

金、その他の流動負債の増加によるものです。

固定負債は240百万円で、前連結会計年度末に比べ５百万円増加いたしました。主として繰延税金負債の増加と長

期借入金の減少によるものです。

純資産は、2,748百万円（前連結会計年度末比97百万円、3.7％増）となりました。主として利益剰余金とその他

有価証券評価差額金の増加によるものです。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、848百万円（前連結会計

年度末比75百万円増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、49百万円の収入（前年同四半期連結

累計期間は16百万円の収入)となりました。主として、税金等調整前四半期純利益103百万円と仕入債務の増加132百

万円があった一方、売上債権の増加127百万円、たな卸資産の増加56百万円等があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、84百万円（前年同四半期連結累計期

間は△０百万円の支出）となりました。主として投資有価証券の売却による収入78百万円と有形固定資産の売却に

よる収入６百万円によるのもです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、58百万円の支出(前年同四半期連結累

計期間は56百万円の支出)となりました。これは主として長期借入金の返済による支出30百万円及び配当金の支払25

百万円によるものです。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,090,000 5,090,000

東京証券取引
所　　　ＪＡＳＤＡ
Ｑ　　（スタンダー

ド）

　単元株式数 1,000株
（提出日現在 100株)

計 5,090,000 5,090,000 ― ―
 

　(注)平成29年５月９日開催の取締役会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から100株に変更し

ております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 5,090,000 ― 500,000 ― 372,500
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

染谷　英雄 東京都千代田区 1,234 24.24

加賀電子株式会社 東京都千代田区神田松永町20 459 9.02

染谷　美穂子 千葉県市川市 385 7.58

有限会社酒東商事 東京都文京区湯島１-10-２ 369 7.27

染谷　政一 東京都葛飾区 300 5.89

染谷　崇 千葉県千葉市中央区 300 5.89

水元　公仁 東京都新宿区 125 2.46

扇谷　克 千葉県千葉市花見川区 69 1.37

高須　基 千葉県佐倉市 69 1.36

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１-６-１ 67 1.32

計 － 3,379 66.40
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式     11,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  5,063,000 5,063 ―

単元未満株式 普通株式     16,000 ― ―

発行済株式総数 5,090,000 ― ―

総株主の議決権 ― 5,063 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社栄電子

東京都千代田区外神田
二丁目９番10号

11,000 ― 11,000 0.22

計 ― 11,000 ― 11,000 0.22
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役社長兼執行役員会長室長 取締役管理副本部長兼総務部長 東澤雅樹 平成29年８月16日付

取締役
 

取締役社長兼営業本部長
 

伊賀憲三 平成29年８月16日付
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、應和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 772,618 848,146

  受取手形及び売掛金 1,533,062 ※  1,595,126

  電子記録債権 130,523 ※  195,203

  商品 295,751 352,435

  繰延税金資産 17,876 16,126

  その他 13,474 11,727

  貸倒引当金 △816 △960

  流動資産合計 2,762,492 3,017,805

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 537,474 523,705

   土地 1,164,996 1,158,875

   その他（純額） 5,438 4,237

   有形固定資産合計 1,707,908 1,686,818

  無形固定資産 37,977 37,188

  投資その他の資産   

   投資有価証券 465,487 452,799

   その他 60,865 60,464

   貸倒引当金 △32,339 △32,728

   投資その他の資産合計 494,013 480,536

  固定資産合計 2,239,899 2,204,542

 資産合計 5,002,392 5,222,347

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,251,295 ※  1,383,795

  短期借入金 700,000 700,000

  1年内返済予定の長期借入金 50,000 30,000

  未払法人税等 25,095 24,171

  賞与引当金 25,707 23,444

  その他 64,231 71,562

  流動負債合計 2,116,330 2,232,973

 固定負債   

  長期借入金 95,000 85,000

  繰延税金負債 112,450 128,012

  退職給付に係る負債 21,714 23,056

  その他 6,014 4,430

  固定負債合計 235,178 240,499

 負債合計 2,351,509 2,473,472
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 500,000 500,000

  資本剰余金 372,500 372,500

  利益剰余金 1,644,632 1,700,874

  自己株式 △3,828 △4,912

  株主資本合計 2,513,303 2,568,462

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 137,316 180,262

  為替換算調整勘定 263 150

  その他の包括利益累計額合計 137,579 180,412

 純資産合計 2,650,883 2,748,874

負債純資産合計 5,002,392 5,222,347
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 2,466,274 2,979,683

売上原価 2,051,019 2,501,416

売上総利益 415,255 478,266

販売費及び一般管理費 ※  340,313 ※  383,552

営業利益 74,942 94,713

営業外収益   

 受取利息 29 9

 受取配当金 8,626 9,601

 不動産賃貸料 988 988

 投資有価証券売却益 - 6,106

 その他 1,443 1,260

 営業外収益合計 11,087 17,965

営業外費用   

 支払利息 4,380 3,899

 不動産賃貸費用 722 707

 持分法による投資損失 5,807 1,341

 その他 1,847 102

 営業外費用合計 12,758 6,050

経常利益 73,272 106,629

特別損失   

 固定資産売却損 - 2,891

 特別損失合計 - 2,891

税金等調整前四半期純利益 73,272 103,737

法人税、住民税及び事業税 13,013 21,151

法人税等調整額 1,005 936

法人税等合計 14,019 22,087

四半期純利益 59,252 81,649

親会社株主に帰属する四半期純利益 59,252 81,649
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 59,252 81,649

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,971 42,945

 持分法適用会社に対する持分相当額 △3,821 △112

 その他の包括利益合計 △1,849 42,833

四半期包括利益 57,403 124,482

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 57,403 124,482

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 73,272 103,737

 減価償却費 13,598 12,269

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,839 532

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,315 1,342

 投資有価証券売却損益（△は益） - △6,106

 固定資産売却損益（△は益） - 2,891

 長期未払金の増減額（△は減少） △81 △75

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,175 -

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1,805 △2,263

 受取利息及び受取配当金 △8,656 △9,610

 支払利息 4,380 3,899

 為替差損益（△は益） 2,168 87

 持分法による投資損益（△は益） 5,807 1,341

 売上債権の増減額（△は増加） △33,275 △127,132

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,155 △56,683

 仕入債務の増減額（△は減少） △9,676 132,499

 未払消費税等の増減額（△は減少） △3,097 △2,584

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △11,165 1,794

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △283 9,281

 その他 197 △474

 小計 29,208 64,746

 利息及び配当金の受取額 8,656 9,610

 利息の支払額 △4,400 △3,946

 法人税等の支払額 △17,296 △21,347

 営業活動によるキャッシュ・フロー 16,167 49,062

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の売却による収入 - 6,719

 投資有価証券の売却による収入 - 78,368

 投資有価証券の取得による支出 △288 △442

 差入保証金の回収による収入 147 -

 その他 △55 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △195 84,645

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） - -

 長期借入金の返済による支出 △30,000 △30,000

 リース債務の返済による支出 △1,581 △1,601

 配当金の支払額 △25,407 △25,407

 その他 - △1,083

 財務活動によるキャッシュ・フロー △56,988 △58,092

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,168 △87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,185 75,527

現金及び現金同等物の期首残高 769,213 772,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  726,027 ※  848,146
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決

済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

受取手形 ―千円 42,130千円

電子記録債権 ―千円 3,615千円

支払手形 ―千円  　93,440千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

給与・賞与手当 165,317千円 184,070千円

賞与引当金繰入額 23,399千円 23,444千円

退職給付費用 11,220千円 11,566千円

賃借料 17,279千円 17,817千円

減価償却費 13,419千円 12,118千円

貸倒引当金繰入額 △2,043千円 792千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金

預入期間が３か月を超える定期預金

726,027千円
―千円

848,146千円
―千円

現金及び現金同等物 726,027千円 848,146千円
 

 

(株主資本等関係)

　前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 25,407 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。　
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　当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 25,407 5.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

当社グループの事業は、産業用一般電子部品、電子機器の販売を行っており、事業区分としては、単一のセグ

メントであり、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。   

 

   当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

当社グループの事業は、産業用一般電子部品、電子機器の販売を行っており、事業区分としては、単一のセグ

メントであり、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。   

 

(１株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11円66銭 16円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 59,252 81,649

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

59,252 81,649

普通株式の期中平均株式数(株) 5,081,409 5,079,769
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月２日

株式会社　栄　電　子

取締役会  御中

 

應和監査法人
 

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   澤　　田 　 昌　　宏   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   澤　　田   昌　　輝   印

 

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社栄電子

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栄電子及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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